
紅
葉
の
候
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
９
月 

日
に
瑞
穂
市
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
質
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
質
問
内
容
は
、
「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
量
的
整
備
と
質
的
環
境

整
備
の
現
状
と
課
題
」
と
「
Ｊ
Ｒ
穂
積

駅
圏
域
拠
点
化
構
想
策
定
事
業
の
進

捗
状
況
及
び
周
辺
道
路
の
整
備
」
に
つ

い
て
の
２
点
で
す
。
そ
の
一
部
を
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

   

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
量 

的
整
備
と
質
的
環
境
整
備 

持
続
的
な
日
本
の
経
済
成
長
に
つ

な
が
る
「
成
長
戦
略
」
の
中
に
、
女
性

が
輝
く
日
本
を
つ
く
る
た
め
の
政
策

と
し
て
「
待
機
児
童
の
解
消
」「
職
場
復

帰
・
再
就
職
の
支
援
」「
女
性
役
員
・
管

理
職
の
増
加
」
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
厚
生
労
働
省
の
平
成 

年
度

の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
あ
り
ま
す
、 

 

歳
未
満
の
子
ど
も
を
も
つ
母
親
が

仕
事
を
し
て
い
る
割
合
が
約 

％
に

上
り
、
統
計
を
取
り
始
め
た
平
成 

年 
 

度
以
降
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
社
会
状
況
か
ら
、
保
育
所
の
待
機
児

童
の
解
消
や
学
童
保
育
或
い
は
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
も
呼
ば
れ
る
「
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
」
な
ど
の
充
実

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。 

問 

当
市
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を 

小
学
校
区
毎
に
設
け
、
平
成 

年
度
よ

り
、
従
来
３
４
０
名
の
定
員
を
一
気
に

定
員
５
５
０
名
に
増
や
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
利
用
者
の
増
加
に
合
わ
せ
、

定
員
枠
を
増
や
す
べ
く
施
設
及
び
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
は
？ 

答 

教
育
次
長 

基
本
的
に
は
、
市

民
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
夏
休
み
に
は
小
学
校
の

生
活
支
援
員
を
起
用
し
、
平
成 

年
度

よ
り
Ａ
Ｌ
Ｔ(
外
国
語
指
導
助
手)

の
活

躍
の
場
と
し
て
も
検
討
し
て
い
る
。 

問 

子
ど
も
た
ち
が
希
望
す
る
隣
接
施

設
を
利
用
で
き
る
機
会
と
時
間
を
予
め

確
保
で
き
な
い
状
況
を
ど
の
よ
う
に
改

善
す
る
の
か
？ 

答 

教
育
次
長 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
は
地
域
の
方
も
使
用

す
る
施
設
で
あ
る
た
め
制
限
が
あ
る

が
、
可
能
な
限
り
有
効
に
利
用
し
て
保

育
環
境
の
向
上
に
努
力
し
て
い
き
た
。 

 

穂
積
駅
圏
域
拠
点
化
構
想 

策
定
事
業
の
進
捗
状
況 

今
回
の
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
圏
域
拠
点
化

構
想
の
よ
う
な
総
合
的
な
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
や
都
市
交
通
に
お
け

る
個
別
課
題
へ
の
対
応
な
ど
に
役
立

て
ら
れ
る
も
の
に
「
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
調
査
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
「
ど
の
よ
う
な
人
が
」

「
い
つ
」「
何
の
目
的
で
」「
ど
こ
か
ら
」

「
ど
こ
へ
」
「
ど
の
よ
う
な
交
通
手
段

で
」
動
い
た
か
に
つ
い
て
調
査
し､

１

日
の
す
べ
て
の
動
き
を
捉
え
る
も
の

で
す
。 

こ
の
地
域
で
は
、
平
成 

年
に
行
わ

れ
ま
し
た
「
中
京
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
調
査
」
が
あ
り
、
協
議
会
資
料
に
、

穂
積
駅
に
は
、
岐
阜
駅
・
大
垣
駅
・
西

岐
阜
駅
と
の
比
較
に
お
い
て
、
特
徴
的

な
数
値
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
に

つ
い
て
で
す
。
ま
ず
、
駅
に
徒
歩
、
自

転
車
や
バ
イ
ク
以
外
の
手
段
と
し
て
、

バ
ス
を
利
用
さ
れ
た
方
の
割
合
が
、
岐

阜
駅
は
全
体
の
約 

％
、
大
垣
駅
は
約

３
％ 

、
西
岐
阜
駅
・
穂
積
駅
と
も
に

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

次
に 

自
動
車
を
利
用
さ
れ
た
方
の

割
合
が
、
岐
阜
駅
は
全
体
の
約 

％
、

大
垣
駅
は
約 

％ 

西
岐
阜
駅
は

約 

％
、
穂
積
駅
は
約 

％
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
自
動
車
利
用
に
つ
い
て
、
詳

し
く
分
析
し
て
み
ま
す
と
、
キ
ス
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
つ
ま
り
、
自
宅
か
ら
駅
ま
で

自
動
車
で
配
偶
者
や
家
族
に
送
迎
し

て
も
ら
い
通
勤
・
通
学
さ
れ
る
方
が
、

岐
阜
駅
は
全
体
の
約 

％ 

大
垣
駅
は

約
８
％
、
西
岐
阜
駅
は
約
４
％
、
穂
積

駅
は 

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
穂
積
駅
に
到
着
さ
れ
る
方

の
バ
ス
利
用
が
極
端
に
少
な
い
一
方

で
、
約
５
割
の
方
が
自
動
車
を
利
用
さ

れ
、
ま
た
、
自
動
車
に
よ
る
送
迎
の
割

合
が
他
の
駅
に
比
べ
突
出
し
て
い
る

穂
積
駅
の
状
況
を
市
民
の
方
も
、
う
す

う
す
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
数
値

と
し
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
お
り
、
改
善
、

解
決
す
べ
き
課
題
の
１
つ
が
は
っ
き

り
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

問 

拠
点
化
構
想
を
立
案
す
る
根
本
と 

な
る
駅
の
場
所
に
つ
い
て
、
駅
移
転
の

含
み
を
持
ち
な
が
ら
構
想
策
定
す
る
の

は
如
何
で
す
か
？ 

答 

政
策
企
画
監 

 

駅
移
転
に
つ

い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は

新
た
な
乗
降
客
が
見
込
め
な
い
場
合

は
、
全
額
地
元
負
担
で
あ
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
広
大
な
土
地
を
有
す
る
企
業
な

ど
は
穂
積
工
場
廃
止
の
議
論
は
な
い

と
の
こ
と
。
よ
っ
て
現
在
の
穂
積
駅
を

生
か
す
方
向
で
議
論
を
進
め
て
い
き

た
い
。 

問 

開
設
さ
れ
た
駅
前
拠
点
事
務
所
を 

活
用
し
、
利
便
性
向
上
や
周
辺
空
き
店

瑞穂市議会議員 市政レポート 

発行人 今 木 啓 一 郎 

 

市
議
会 

一
般
質
問 

 



舗
の
活
用
策
等
の
意
向
や
意
識
調
査
を

ど
の
よ
う
に
行
い
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
実
施
計
画
予
定
な
の
か
？ 

答 

政
策
企
画
監 

 

聞
き
取
り
及

び
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
創
生
大
使
の
平

山
さ
ん
に
事
業
に
携
わ
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
駅
前
活

性
化
事
例
や
集
約
型
都
市
構
造
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
空
き
店
舗
利

活
用
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を

計
画
中
で
あ
る
。 

問 

穂
積
駅
に
大
規
模
な
バ
ス
タ
ー
ミ 

ナ
ル
な
ど
の
構
想
を
含
め
総
合
的
に
進

め
て
は
？ 

答 

政
策
企
画
監 

 

駅
周
辺
に
住

ん
で
い
る
方
も
、
遠
く
か
ら
駅
を
利
用

さ
れ
る
方
も
使
い
や
す
い
駅
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。 

             
 

                              
 

 

編
集
後
記 

 
 

私
は
、
こ
の
度
第
６
期
自
民
党
「
ぎ

ふ
政
治
塾
」
に 

名
の
方
と
入
塾
し
ま

し
た
。
こ
の
塾
は
毎
月
開
催
さ
れ
、
毎

回
、
国
会
議
員
を
中
心
に
首
長
、
地
方

議
員
、
専
門
講
師
な
ど
に
よ
る
講
義
に

加
え
、
ス
ピ
ー
チ
練
習
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、

政
策
立
案
な
ど
の
豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
回
で
は
、

伊
吹
文
明
元
衆
議
院
議
長
に
よ
る
「
保

守
と
は
何
か 

日
本
文
化
と
伝
統
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学
ん
だ
こ
と
は
、

「
政
治
家
＝
商
人
」
と
の
関
係
式
で
す
。

売
る
商
品
は
、「
自
分
自
身
」。
売
り
方

や
売
り
先
を
取
捨
選
択
し
、
そ
の
販
売

結
果
が
選
挙
の
結
果
に
表
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。 

次
に
、
本
講
演
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
保
守
」
と
は
何
か
、
た
だ
単
に
古
い

も
の
を
か
た
く
な
に
守
る
の
で
な
く
、

伝
統
を
守
り
な
が
ら
常
に
新
し
い
も

の
を
付
け
加
え
る
自
由
を
認
め
る
と

の
こ
と
で
し
た
。 

最
後
に
、
政
治
の
世
界
は
多
数
決
の 

 

    

世
界
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
多

数
決
で
決
ま
っ
た
こ
と
が
、
常
に
正
し

い
と
は
限
ら
な
い
。」「
自
分
は
常
に
間

違
う
も
の
と
考
え
、
謙
虚
さ
を
持
ち
、

少
数
の
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
度

量
が
必
要
で
あ
る
。」
そ
し
て
、
人
は
、

「
適
法
行
為
だ
‼
」 

「
法
を
犯
し
て

い
な
い
‼
」
と
声
高
に
い
う
が
、
人
間

社
会
の
掟
は
本
当
に
犯
し
て
い
な
い

の
か
と
思
わ
れ
る
行
動
を
す
る
人
が

い
か
に
多
い
か
、
政
治
家
は
法
律
を
守

り
、
そ
の
上
で
社
会
の
掟
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。 

以
上
こ
れ
ら
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ

日
々
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。 

       

▲  

活 動 報 告  毎月第４月曜日朝 7 時から JR 穂積駅で自民党の街頭演説に取り組んでいます。    始めました。 

６月議会で一般
質問しました「駅前周辺地域の路上
喫煙禁止区域」設置にむけての現状
調査と清掃活動 

ICT 教育機器（電子黒
板、タブレット端末）を活用した授
業現場視察 
※穂積中の学校公表会にて 

 監視権の活用によ
る議会改革や監視権を如何に行使す
べきか等のテーマの全国市議会議長
会研究フォーラムに参加 
※静岡市グランシップにて 

朝日大学こぞって投票
にいこまいプロジェクト主催の「岐
阜の魅力、再発見！」のシンポジウ
ムに参加 
※当日は大学祭「朝日祭」も開催中 


